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君がため 春野のに出でて 若菜摘む
我が衣手に 雪は降りつつ

百人一首より 光孝天皇

新年明けましておめでとうございます

今年もどうぞよろしくお願いします
今年の元日は温かな日が差し、穏やかな平成３１年の幕開けでした。

「一年の計は元旦にあり」とはよく耳にしますが、英語のことわざにも、

「New Year's Day is the key of the year. 一年の最初の日はその年の鍵である」、また、

「Monday is the key of the week. 月曜日は一週間の鍵である」というのもあるそうで、
「Ａ good beginning makes a good ending. 始めよければ終わりよし、物事は初めが肝心」
ということは、どこでも共通なようです。

３学期は今の学年のまとめをして新しい学年につなげていく大切な学期です。笠野っ子

一人一人が新年の抱負をしっかり持って、自分の可能性に向かって果敢にチャレンジして

いくことを願っています。干支の亥年にあやかり、自分の目標実現に向かって「猪突猛

進！」、自分の考えを発信し、「よし！」と判断したことは失敗を恐れずに実行する、健康

で心豊かな笠野っ子となるよう、今年も職員一丸となって育てていきます。

保護者の皆様、地域の皆様のご理解ご協力を引き続きよろしくお願いいたします。
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実験① アメリカの心理学者エリザベス・ハーロック博士が行った実験を紹介します。

児童を３つのグループに分け算数のテストを繰り返し実施しました。

Ａグループには成績に関係なく褒める

結果 Ａグループはなんと７１%も成績がアップしました。
Ｂグループは１９%のアップ、Ｃグループは５％のアップに留まったそうです。

褒めるということはいかにモチベーションを上げることか、この実験結果から明らかです。
そして、 。

実験② もう一つ、ほめ方の実験（1990 コロンビア大学）を紹介します。小学生４００人に

簡単なＩＱテストを行い、その結果の伝え方３パターンに分けました。

Ａグループには「80点もとれたなんて頭がいいね」（結果や知能を褒める）
Ｂグループには「80点でした」（褒め言葉は特になし）
Ｃグループには「80点もとれたのは頑張ったからだね」（努力を褒める）
２回目のテストは難易度が「１回目より難しい問題」と「１回目と同じ簡単な問題」を

自由に選ばせました。

結果 Ａグループの６５%、Ｂグループの４５%は「簡単な問題」を選択し、
Ｃグループは９５%が「難しい問題」を選択しました。

結果だけを褒めると次はできないかもしれないと失敗を恐れ、努力やプロセスを褒めると、
行動したことが肯定され、失敗を恐れず挑戦できるようになると言われています。
言葉の力は偉大です。言葉の力を信じて、お子さんへの言葉掛けを少し意識してみませんか。
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新年の事始めとして、清い心で凛とした雰囲気の中で書き初めを行いました。今年も集中

して学び、字も上達しますようにと、お手本をしっかり見て丁寧に、勢いをつけて各学年の

文字に取り組みました。文字は人を表し、学習への意欲を表します。この気持ちを継続して、

何事にも一生懸命がんばってくれることと思います。

力作が勢ぞろいです

1月の生活目標
笠野小が目指すあいさつは、

です。

6 年生が中心になってお手本のあいさつを
広め、目指すあいさつができるようになっ

た児童には、「あいさつ認定カード」を発

行しています。

あいさつが日々進歩する笠野小学校にしていきたい思います。

ご家庭でも「気持ちのよい挨拶」を学校と一緒に取り組みませんか。

見守りをしてくださる地域の方へ

毎朝、お礼を伝える笠野っ子

雪道も安全に気を付けて登下校してください
昨年の秋に津幡町通学路合同安全点検が行われました。笠野

校区では、七黒付近の通学路の用水付近の隙間に危険を感じたため、

写真のような柵を取り付けていただきました。積雪時は、側溝や用水、

ため池の境目が不明瞭となります。安全に十分に注意して下さい。

駐車場でのご配慮をお願いします
学童保育きらりんクラブは、昨年暮れに引っ越しを終えました。児童は、駐車

場を通って学童に出入りします。児童には決して走らない、飛び出さないと約束してあります

が、車でご来校の際は、安全に十分気をつけてくださいますよう、よろしくお願いします。


